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▲ 川勝平太静岡県知事による表彰状授与 

 

▲ 県知事との記念撮影（写真左側 2人目） 

年
頭
挨
拶 

代
表
理
事
組
合
長 

甚
沢
万
之
助 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
年
は
平
成
最
後
の
年
で
あ
り
、
ま
た
新
し
い
年
号
が
始
ま
る 

年
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
年
号
が
始
ま
る
と
い
う
事
は
、 

何
と
な
く
嬉
し
く
思
う
と
共
に
期
待
や
希
望
も
大
き
く
膨
ら
む
も
の
で
す
。 

冬
の
夜
明
け
前
は
真
っ
暗
で
す
。
林
業
界
の
夜
明
け
は
、
ま
だ
ま
だ
先 

の
様
で
す
が
「
谷
深
け
れ
ば
山
高
し
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
森
林
・

林
業
界
に
対
し
て
は
大
い
な
る
夢
と
希
望
を
持
っ
て
い
ま
す
。 

私
の
夢
は
、
杉
・
桧
の2

0
0

年
生
、3

0
0

年
生
の
木
を
育
て
る
事
で
す
。 

昨
今
、
名
古
屋
城
天
守
閣
の
木
造
化
が
建
設
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
建
築

材
に
使
用
す
る
大
径
木
の
桧
が
思
う
よ
う
に
集
ま
ら
な
い
の
が
現
実
で
す
。
か
つ
て

奈
良
時
代
や
平
安
時
代
に
は
、
周
辺
地
域
に
天
然
の
大
径
桧
が
十
分
に
あ
り
ま
し
た

が
、
現
在
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
森
林
大
国
の
日
本
と
し
て
木
の
文
化
を
誇
る
な
ら

ば
大
径
木
の
杉
桧
が
何
処
に
あ
っ
て
も
然
る
べ
き
と
私
自
身
は
思
い
ま
す
。
私
は
今

か
ら2

0
0

年
後
・3

0
0

年
後
の
先
に
向
け
て
進
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

皆
様
は
お
笑
い
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
い
い
ん
で
す
。
木
を
育

て
山
を
育
て
る
事
は
私
の
夢
や
ロ
マ
ン
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

今
の
世
の
中
、
森
林
は
多
面
的
機
能
を
有
す
る
公
共
資
源
で
あ
り
環
境
財
産
で
あ

る
こ
と
が
増
々
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
る
時
代
で
す
。
森
町
森
林
組
合
の
仕
事
は
「
夢
が

あ
る
仕
事
」
「
ロ
マ
ン
が
あ
る
仕
事
」
「
高
貴
な
仕
事
」
で
す
。
自
身
の
誇
り
を
持
っ

て
森
林
管
理
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
自
覚
を
持
っ
て
精
進
し
て
参
り
ま

す
。
本
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
成
三
十
一
年
一
月
七
日
に
三
倉
総
合
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て 

新
年
挨
拶
会
が
行
わ
れ
、
役
職
員
及
び
従
業
員
を
始
め
御
来
賓 

と
し
て
森
町
長 

太
田
康
雄
氏
の
御
出
席
を
得
て
行
わ
れ
た
。 

 

太
田
康
雄
森
町
長
か
ら
祝
辞
の
冒
頭
で
、
森
林
環
境
譲
与
税(

仮
称)

の
説
明
が
あ

り
「
こ
の
財
源
を
も
と
に
手
入
れ
の
行
き
届
い
て
い
な
い
森
林
へ
の
整
備
等
を
行
う
。

よ
り
一
層
、
町
が
主
体
と
な
っ
て
森
林
の
適
切
な
管
理
を
進
め
て
行
く
と
い
う
責
務

を
感
じ
て
い
る
」
と
頼
も
し
い
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
「
森
町
森
林
組
合
に
よ

り
こ
の
地
域
の
森
林
の
維
持
、
管
理
保
全
、
林
道
整
備
等
、
健
全
な
運
営
を
図
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
」
と
感
謝
激
励
の
御
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

静
岡
県
農
林
水
産
業
振
興
会
（
会
長
＝
静
岡
県
知
事
）
は
十
一
月
五
日
、
県

庁
に
お
い
て
第
五
十
七
回
静
岡
県
農
林
水
産
業
功
労
者
表
彰
式
を
開
催
し
、

甚
沢
万
之
助
森
林
組
合
長
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。 

 

多
年
、
農
林
業
に
従
事
し
、
地
域
の
林
業
労
働
力
の
育
成
確
保
、
県
産
材
利

用
拡
大
、
地
域
森
林
の
整
備
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
森
町
森
林
組
合
・
農
業

協
同
組
合
の
要
職
を
務
め
、
地
域
林
業
の
振
興
と
発
展
に
貢
献
し
た
こ
と
に

功
績
が
称
え
ら
れ
ま
し
た
。 

農
林
水
産
業
功
労
賞
を
受
賞 

 

 

年頭の挨拶をする 

甚沢 万之助 組合長 

 

祝辞を述べる 

太田 康雄 森町長 

～ 

森
町
長
に
受
賞
を
報
告 

～ 

材
価
低
迷
な
ど
厳
し
い
状
況
下
で
も
、
時
代
に
合
っ
た
林
業
を
一
歩
ず
つ

進
め
て
行
き
た
い
。
ま
た
、
今
後
も
適
切
な
森
林
管
理
を
行
い
太
田
川
下
流

域
ま
で
の
人
々
の
豊
か
な
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
に
頑
張
り
た
い
と
太
田
康

雄
町
長
に
受
賞
報
告
を
し
ま
し
た
。 

 

太田康雄 森町長に受賞報告する 
甚沢万之助 森町森林組合長 
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す ぎ 
長さ 
(m) 

末口径 
(cm) 中 値 1 本当たり

単価(円) 摘   要 

3m 
14 9,000 円 531 円 柱目 3.5 寸取 

16～18 12,000 円 1,044 円 柱目 4 寸取 
20～ 12,000 円 1,584 円 中目 

4m 

14 10,000 円 780 円 桁目 3.5 寸取 
16～18 11,000 円 1,276 円 桁目 4 寸取 
20～22 13,500 円 2,376 円 中目 
24～28 16,000 円 4,320 円 中目 
30～34 17,000 円 6,970 円 二番玉節小 

6m 16～18 15,000 円 - 通し柱４寸 
20～22 15,000 円 - 通し柱太角 

ひのき 
長さ 
(m) 

末口径 
(cm) 中 値 1 本当たり

単価(円) 摘   要 

3m 
14 15,000 円 885 円 柱目 3.5 寸取 

16～18 20,000 円 1,740 円 柱目 4 寸取 
20～ 18,000 円 2,376 円 太角目 

4m 

14 15,000 円 1,170 円 土台目 3.5 寸取 
16～18 19,000 円 2,204 円 土台 4 寸取 
20～22 18,000 円 3,168 円 中目縁甲取 
24～28 18,000 円 4,860 円 中目 
30～34 18,000 円 7,380 円 二番玉節小 

6m 16～18 26,000 円 - 通し柱４寸 
20～22 20,000 円 - 通し柱太角 

三木の森林だより 
～山のことなら何でも森町森林組合に～

購買情報 
種駒打ちシーズンが到来！ 
購買担当の加藤が自信を持って

お勧めするのが、森産業のにく丸

(森 290 号)です。 

全国的に最も多く使用されてい

る品種であり、乾・生両方で大活躍

する品種で、発生は接種翌年の 9～

11 月にかけてボリューム感のある

キノコが発生します。 

 

 

森林認証 FSC 普及 PR 活動① ～自転車ラックを製作中～ 

 
遠州森林認証グループでは FSC 森林認証材（森町産材）を利用して、自転車ラックを製作してい

ます。森町産の間伐材を㈲アマノ(森町)で製材し、加工を㈱オールスタッフ(掛川市)に依頼。 

アルミや鉄製品にはないヒノキの暖かい肌触り、美しい木目などを感じる事が出来ます。 

今後は、加工された森町産材で出来上がった材料をグループ構成員の森町森林組合と掛川市森林

組合で組立作業を行います。 春号につづく・・・・ 

森組からお知らせ 
 

●組合員名簿等名義変更について 

所有森林で相続・取得・売却等が

生じた際には、組合員名簿及び出資

証券の名義変更等が必要となります

ので、御連絡下さい。 

 

平成 31 年度 立木伐採カレンダー 
◎昔から暦の上で毎月のうち、木の伐れる良い日が伝えられております。参考にして下さい。 大つち● 小つち■ 

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 

1 月 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

2 月 〇 ● ● ● ● ● ● ● 〇 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

3 月 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

4 月 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● 〇 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

5 月 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

6 月 〇 ● ● ● ● ● ● ● 〇 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇  

7 月 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

8 月 ● ● ● ● ● ● ● 〇 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

9 月 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●  

10 月 ● ● ● ● ● ● 〇 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

11 月 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ●  

12 月 ● ● ● ● ● 〇 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

※大つち・小つちはともに 7 日間です。その時期に木を伐ると丸太の状態では虫が入りやすく腐り易くなります。 

※逆に、除伐はこの時期に伐ると早く腐り易く、山の肥料化を促します。※この表は伐採（根放し）の目安です。造材（玉切り）は関係ありません。 

 

 
 

認証マークが付いた森町産のヒノキ 
 

 

部材の寸法に細かく製材 

 

トラックで製材所へ

 
 

㈱オールスタッフで加工 

 
 

㈲アマノで規格に合わせて製材 

¥3,672-(税込) 1,000 駒入 

 

 

 


